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No.21 
昭和 49年 11月発行役場企画室 編集

l 稲の収穫もほとんど終り

じl間もなくきびしい寒さが…



(2) 報広町和昭

大きな支出

舗装、町道、

農道、通園路 16司177干円 l

舗装改良工事
13.036千円

上河東町営住

宅 22戸建設 67，602干円

地方病溝渠

( 6766 m ) 32，547干円

老人医療費

( 70才以上) 6.700千円

上河東保育園

補 助 金 42，782干円

中学校の建設を 50年 51年
で、胞行するようできるだけの
財源を積立てるべく本年度 2
4，325刊を積立て 48年度末
で 46.325千円となる。

47，530千円
~ 
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その他 0.1婦

国

民

保

険

事

業

才
入
総
額
は
、
七
六
、
五
五
三
千
円

で
そ
の
う
ち
保
険
税
は
二
七
、
九
四
四

千
円
で
三
六
・
五
%
、
国
庫
支
出
金
は

四
七
、

O
O
六
千
円
で
六
一
・
四
勿
、

そ
の
他
の
収
入
は
一
、
六

O
三
千
円
で

一
一
・
一
名
の
割
合
と
な
る

0

・そ
の
他
の

収
入
は
一
、
六

O
三
千
円
で
二
・
一
係

の
割
合
と
な
る
。
被
保
険
者
の
世
帯
数

は
九
八
六
世
帯
、
人
員
は
三
、
四
四
七

人
と
な
っ
て
い
る
。

才
出
総
額
は
七
三
、
三
一
三
千
円
、

そ
の
内
訳
の
主
た
る
も
の
は
療
養
に
要

す
る
費
用
で
六
七
、

O
三
九
千
円
で
九

一
・
四
傷
、
事
務
費
は
四
、
六

O
八
千

円
で
六
・
三
必
の
割
合
と
な
っ
て
い
る
。

繰出金他 12，2842.6 % 

診 療 諸 費
(保険者負担金)

註
物件費一需
要費、旅
費、備品
購入費等

扶度費一老人司
乳児医療、
保育所措置費
等

積立金は申学校建
設基金へ積立て、公債
費は地方債の元利償還金

決算〈才出〉
性質別構成図

19，450円
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(醐併度)
決算報告/

町和昭

16，694千円

町民税の種類別内訳

(3) 

1，977 11 営業2 

532 " 農業3. 

4，247 11 法人4. 

譲渡所得等 9，267 /1 5. 

税

地方交付税

35.4% 

1 6 9，4 0 7 

町

8 4，1 4 1 

たば乙消費税は町内販売

庖から購入した本数lとより

専売局から納付され、電

気ガス税(本町の場合

ガス・については対象に

ならない)は本町内

に於ける電気の料金

iとより東電より

納付されます。

町債(特定事

業をするための

長期ι亘る借金)似

は公営住宅建設

分 28， 8 0 0千

円、地方病溝渠改

良工事分 7，80 0千

円、 舗装工事分 11， 

o 0 0千円となります。

軍基

~ 

牢

|5年間の人口のうつり l

昭和 45年 12月末
1，3 8 7戸 5，84 5人

l5年間の町税のうつり|

120，000 

一
二
五
、
七
三
O

，
一
戸q

L
 

FLO 

P

O

A
せ

A
せ

噌

i 5，9 8 0人

八
四
、
一
四
一

110，000 

100，000 

90，000 

80，000 

70，000 

60，000 

丙牛聞の決算額のうつり|

5億

四
四
二
、
七
九
八
千
円

四
七
四
、
九
九
四
千
円

6， 1 4 4人

4 7 

1，5 0 5戸

4 8 
1，583戸

六
八
、
↑

δ
七

五
七
、
七
四
七

6， 3 9 7人

4 9年 10月1日

1，6 5 8戸 6，637人

n

u

n

u

n

u

r
↑l
n
H
J
 

叫

》

叫

υ

H

V

二

r
L
l

n
v
n
υ

ハu

ハ礼可

A
U
可
ハ
u.

'
o
a
a
z
n
o
 

五一

O
、
二
八
六
手
向

4億

3億

二
六
二
、
五
七
島
十
円

昭%:

2き
昭
紛
年

昭
灯
年

昭
“
年

(
予
算
)

昭
的
年

昭
判
年

昭
U
年

昭
“
年

2億

1億



、
昭和 49年 4月から 9月までの予算の執

行状況をお知らせします。

1 単位円

会計別 予算額 収入済額 支出済額

一般会計 442，584，000 260，483.114 176，366，973 

国保特別会計 108，858，000 46，027，925 36，788，954 

渇水対策
4，000，000 4，000，000 78，510 

特別会計

歳入歳出外現金 41，085，111 41，085，111 10，857，541 

L口A 計 596，527，111 351，596，150 224，091，978 

2 住民の負担状況

(1) 一般会計

町 税 負 fs 金

個人町民税 49，385，760 児童措置費 7，892，400 

固定資産税 23，590，680 衛生負担金 O 

軽自動車税 2，518，760 農林負担金 O 

保険税 19，148，430 土木負担金 O 

合計 94，643.630 合計 7，892，400 

3 財産負債一時借入金現在高

(1)財産
C C 

(イ) 土地建物 伊)有価証券

土地 66524 m2 第一勧業銀行券 87，750円|

建物 9211 m2 日 本電々公社債 40.000 

プラスチ ック変成センタ ー証券 110.000 

1口A 計 237，750 

り 出資による権利

農業信用基金出資金他 2，692，000円

え口ふ 計 2，692，000円

同主要物品 納基金

d d d 役場備品他 14，427，000円 国民年金印紙購入基
金他 108.824，139円

(2) 負債

付) 地方債
(ロ)耕地債整務備負事担行業債為他

地方病溝渠事業債他

U 
288.008，028円 120，920.756円

(4) 報広町和日百

国は国土の均衡ある発屡は公共の福祉を優先さ

せながら、限りある国土資源が将来、現在の国民

生活花産業経済、文化自然環境など生活基盤の安

定がはからなければという観点から今回国土利用

計画法を制定し、同時に国土庁を発足させました。

そこで私達はこの法律が暴騰した地価をなんと

か法規制によって今後の上昇を喰い止め、国土の

利用、土地の適切な国民的な利用がはかられるこ

とを切実に願うものであります。ついてはこの法

律の概要を説明いたします。

一
、
国
土
利
用
計
画
の
策
定

国
及
、
ぴ
県
市
町
村
は
国
土
利
用
計
画
法
に
も
と
づ
き
そ
れ
ぞ
れ
全
国
計
画
、

都
道
府
県
計
画
、
市
町
村
計
画
を
策
定
し
、
土
地
利
用
基
本
計
画
の
作
成
、
土

地
取
引
の
規
制
民
関
す
る
措
置
、
そ
の
他
土
地
利
用
を
調
整
す
る
た
め
の
措
置

を
珪
噂
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
国
土
利
用
の
計
画
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

二
、
土
地
別
用
基
本
計
画
の
策
定

知
事
は
そ
れ
ぞ
れ
の
都
道
府
県
の
区
域
に
つ
い
て
、
都
市
地
域
、
農
業
地
域

森
林
地
域
、
自
然
公
園
地
域
、
自
然
侵
主
地
域
の
五
つ
の
地
域
を
定
め
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。

ω
都
市
地
域
と
は
一
体
の
都
市
と
し
て
総
合
的
に
開
発
し
整
備
保
全
す
る
必

要
が
あ
る
地
域
。

ω
農
業
地
域
と
は
農
用
地
と
し
て
利
用
す
べ
き
土
地
が
あ
り
総
合
的
に
農
業

の
振
興
を
図
る
必
要
が
あ
る
地
域
。

ω
森
林
地
域

ω
白
然
公
園
地
域
、
優
れ
た
自
然
の
風
景
地
で
そ
の
保
護
及
び
利
用
の
増
進

を
図
る
必
要
が
あ
る
地
域
。

ω
自
然
保
全
地
域
、
良
好
な
自
然
環
境
を
形
成
し
て
い
る
地
域
で
そ
の
自
然

環
境
の
保
全
を
図
る
必
要
が
あ
る
地
域
。

、
規
制
区
域
に
お
け
る
土
地
取
引
の
許
可
制

知
事
は
都
市
計
画
区
域
に
あ
っ
て
投
機
的
取
引
が
集
中
し
て
行
わ
れ
、
文
行

な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
及
、
ぴ
地
価
が
急
激
に
上
昇
し
文
は
上
昇
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
を

一
定
の
聞
簡
(
五
年
以
内
)
を
定
め
て
規
制

区
域
に
指
定
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

又
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
で
も
都
市
計
画
区
域
と
同
じ
様
な
事
態
が
生

ず
る
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
そ
の
事
態
を
緊
急
に
除
去
し
な
け
れ
ば
適
正
な
土
地

利
用
の
確
保
が
む
ず
か
し
い
と
認
め
ら
れ
る
地
域
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
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昭(5) 

つ

国土利用計画3去の概要
12月25日までに施行

(イ)る。

規
制
区
域
の
取
引
許
可
制

規
制
区
域
の
指
定
が
行
な
わ
れ
る
と
規
制
区
域
内
の
土
地
に
つ
い
て
売

買
等
の
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
許
可
を
受
け
な
い
で
契
約
し
た
土
地
売
買
は
効
力
を
生
じ
な
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

同
許
可
申
請
の
手
続

土
地
売
買
等
の
契
約
締
結
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
次
の
様
な

事
由
を
一
記
載
し
た
申
請
書
を
申
請
に
係
る
土
地
が
所
在
す
る
市
町
村
長
を
経

由
し
て
知
事
に
提
出
す
る
。

ω
当
事
者
の
住
所
及
氏
名
、
法
人
に
あ
っ
て
は
そ
の
代
表
者
。

ω
土
地
に
関
す
る
権
利
の
移
転
文
は
設
定
に
係
る
土
地
の
所
在
及
び
面
積

ω
移
転
文
は
設
定
に
係
る
土
地
に
関
す
る
権
利
の
種
別
及
び
内
容
。

ω
土
地
に
関
す
る
権
利
の
移
転
又
は
設
定
の
予
定
対
価
の
額
。

ω
土
地
に
関
す
る
権
利
の
移
転
又
は
設
定
後
に
お
け
る
土
地
の
利
用
目
的

け
許
可
の
基
準

取
引
き
の
許
可
基
準
と
し
て
は
価
格
面
及
び
利
用
目
的
面
か
ら
厳
し
い
限

定
が
な
さ
れ
、
価
格
に
つ
い
て
は
近
傍
類
地
の
取
引
価
格
等
を
考
慮
し
て
定

め
る
区
域
指
定
時
の
価
格
を
基
準
と
す
る
額
と
す
る
額
に
凍
結
す
る
乙
と
、

土
地
利
用
目
的
に
つ
い
て
は
自
己
の
住
宅
用
地
、
住
民
の
利
便
施
設
用
地
等

の
一
定
の
範
囲
に
限
定
す
る
こ
と
に
仕
っ
て
い
る
。

同
許
可
又
は
不
許
可
の
決
定

知
事
は
許
可
申
請
の
あ
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
週
間
以
内
に
許
可
、
不

許
可
の
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

四

土
地
に
関
す
る
権
利
の
買
取
り
請
求

規
制
区
域
に
所
在
す
る
土
地
に
つ
い
て
法
第
十
四
条
の
許
可
申
請
を
し
た
場

合
に
お
い
て
、
不
許
可
と
な
っ
た
と
き
は
知
事
に
対
し
そ
の
土
地
に
関
す
る
権

利
を
買
い
取
る
べ
き
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

玉、

土
地
に
関
す
る
権
利
等
の
届
出

ω
市
街
化
区
域
内
の
う
ち
法
第
十
二
条
に
よ
る
規
制
区
域
以
外
の
市
街
化
医

域
で
二

C
O
O
M以
上
の
面
積
。

副
都
市
計
画
法
第
四
条
二
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
区
域
に
あ
っ
て
は
五

O

o
o
M以
上
。

け
刊
、
制
の
規
定
す
る
以
外
の
区
域
托
あ
っ
て
は
一

O
、

o
o
o
M以
上
。

以
上
の
面
積
の
土
地
売
買
等
の
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
規
制
区

域
の
許
可
申
請
と
同
じ
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
当
該
土
地
が
所
在
す
る
市

町
村
長
を
経
由
し
て
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

六
、
遊
休
土
地
に
関
す
る
措
置

ω
知
事
は
次
の
各
項
に
該
当
す
る
土
地
所
有
者
に
つ
い
て
遊
休
土
地
で
あ
る

旨
の
通
知
を
出
す
事
と
な
る
。

川
町
市
街
化
区
域
の
規
制
区
域
及
規
制
区
域
以
外
で
二

o
o
o
d以
上
の
土

地
を
所
有
し
て
い
る
も
の
。

同
都
市
計
画
法
第
四
条
二
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
区
域
で
五

O
O
O
M

以
上
の
土
地
を
所
有
し
て
い
る
も
の
。

村

ω、
制
の
土
地
が
取
得
し
て
三
年
を
経
過
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

同
そ
の
土
地
が
住
宅
用
及
事
業
の
用
に
供
す
る
掘
設
等
に
使
用
し
て
い
な

い
も
の
む

ω
遊
休
土
地
の
計
画
の
届
出

知
事
か
ら
遊
休
土
地
で
あ
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
土
地
所
有
者
は
通
知
の

あ
っ
た
日
か
ら
六
週
間
以
内
に
そ
の
土
地
の
利
用
又
は
処
分
に
関
す
る
計
画

書
を
町
村
長
を
経
由
し
て
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ω
勧
告
及
買
取
り
等
の
協
議

知
事
は
遊
休
土
地
の
利
用
文
は
処
分
計
画
の
届
け
出
が
あ
っ
た
場
合
、
そ

の
届
け
出
土
地
を
利
用
し
処
分
す
る
こ
と
が
そ
の
土
地
の
有
効
適
切
な
利
用

促
進
を
図
る
上
で
支
障
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
そ
の
届
け
出
の
計
画
書
を

変
更
す
る
様
勧
告
す
る
。

又
、
そ
の
勧
告
を
受
け
た
土
地
所
有
者
が
そ
の
勧
告
に
従
わ
な
い
と
き
は

こ
の
遊
休
土
地
を
買
取
り
を
希
望
す
る
地
方
公
共
団
体
は
協
議
の
土
買
取
る

こ
と
が
出
来
る
。



(6) 

第
十
三
回
昭
和
町
体
育
祭
が
十
月

十
日
、
秋
晴
の
絶
好
の
体
育
日
よ
り

に
恵
ま
れ
押
原
小
中
学
校
校
庭
で
開

か
れ
、
午
前
八
時
三
十
分
、
大
会
役

員
、
選
手
が
入
場
し
、
選
手
を
代
表

し
て
前
年
度
優
勝
、
西
条
二
区
の
井

口
健
さ
ん
が
力
強
く
宣
誓
し
、
男

子
四
十
才
以
上
の
サ
ッ
カ
ー
競
争
で

大
会
競
技
の
幕
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
大
会
は
昨
年
に
引
続
き
西
条
二

区
が
二
年
連
続
優
勝
、
部
溶
別
リ
レ

ー
に
も
優
勝
と
い
う
輝
か
し
い
成
績

を
お
さ
め
ま
し
た
。

ま
た
山
梨
放
送
で
は
、
同
日
の
午

前
十
時
か
ら
一
時
間
陀
わ
た
り
、
体

育
の
日
に
ち
な
み
、
乙
の
体
育
祭
の

催
し
を
テ
レ
ビ
実
況
中
継
を
し
ま
し

り県た
と知乙。

w事の
章も中
心出継
K 演の
か、中

えまに
っち田

F z置
のと男
競し山
技よ梨

に
参
加
、
健
康
守
つ
く
り
山
梨
を
ス
ロ

ー
ガ
ン

ι
ス
ポ
ー
ツ
熱
心
な
知
事
さ

ん
は
、
乙
の
日
町
民
と
楽
し
く
過
と

さ
れ
ま
し
た
。

西 条一 区

上

報広町和昭

山田体協会長、鷹野県体育主事から、町の社
会体育の状況の説明を聞かれる田辺知事

西条二区

東河

大会の最後を飾る綱引には参加
者が年ごとに増えてきました

果結

準優勝

位

勝

の績

優

成

リレー

四条二区

河東中島

築地新居

おとしよりも今日は、若返って

河東中島敢 闘 賞
部落別競技の得点衰をチェックする
区の役員さん



報

水
の
需
要
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い

ま
す
。
増
え
続
け
る
需
要
を
ま
か
な

う
た
め
に
は
ダ
ム
を
つ
く
り
、
水
源

を
確
保
し
、
浄
水
場
な
ど
を
整
備
拡

張
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

に
は
巨
額
の
費
用
と
時
聞
が
か
か
り

ま
す
。
水
は
安
い
も
の
と
い
う
時
代

は
過
去
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
貴
重
な
水
を
右
効
に
利
用
す
る
た

め
に
と
家
庭
で
も
節
水
に
と
協
力
く

だ
さ
い
。

広

資
源
を
有
効
に
使
う
こ
と
は
、
こ

れ
か
ら
の
豊
か
な
生
活
に
つ
な
が
り

ま
す
。地

球
全
体
の
資
源
は
決
し
て
無
限

で
は
あ
り
ま
せ
ん
む
最
近
の
石
油
の

例
か
ら
も
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
資

源
産
出
国
と
消
費
国
の
関
係
が
、
わ

た
し
た
ら
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

資
源
に
と
ぼ
し
い
わ
た
し
た
ら
の

国
で
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
輸
入
に

た
よ
っ
て
い
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら

は
各
産
業
は
も
と
よ
り
の
こ
と
、
各

家
庭
で
の
節
約
が
大
切
に
な
っ
て
き

ま
す
。

町和昭(7) 

電
気
の
消
費
量
は
過
去
十
年
間
で

約
三
倍
に
も
ふ
え
て
い
ま
す
。
し
か

も
電
気
の
約
八

ofwは
石
油
を
燃
や

し
て
つ
く
ら
れ
る
た
め
、
節
電
は
石

油
の
節
約
に
も
な
る
の
で
す
。
特
に

夏
の
午
後
二
時
頃
は
電
力
消
費
量
の

ピ
!
ク
で
す
。
掃
除
、
洗
濯
は
な
る

べ
く
こ
の
時
間
帯
を
は
ず
す
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

ハ
川
)

新
聞
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、

包
装
紙
、
ノ
ー
ト
、
書
籍
、
週
刊
誌

な
ど
毎
日
の
暮
ら
し
で
紙
の
お
世
話

は
な
ら
な
い
日
は
な
い
と
い
っ
て
も

い
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
紙
を
つ
く
る

に
は
木
材
か
ら
つ
く
っ
た
パ
ル
プ
と

大
量
の
水
と
電
気
を
使
い
ま
す
。
貴

重
な
資
源
か
ら
つ
く
ら
れ
る
紙
で
す

そ
ま
つ
民
あ
つ
か
う
の
は
や
め
ま
し

ょ
《
ノ
。

ハ問〉

家
庭
用
都
市
ガ
ス
は
今
日
約

0
0万
世
帯
の
日
常
生
活
に
欠
く
乙

と
の
で
き
な
い
熱
源
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
も
約
二
ハ

0
0万
世
帯
の
人
た
ち
に
、
毎
日
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
都
市
ガ
ス
の
原
料

は
約
五
五
号
が
石
油
か
ら
、
ま
た
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
は
石
油
の
精
製
過
程
で

つ
く
ら
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
と
手

な
ガ
ス
の
使
い
方
は
そ
の
ま
ま
石
油

の
節
約
に
も
つ
う
じ
ま
す
。

a 
わ
た
し
た
ら
の
暮
ら
し
の
中
で
直

接
、
あ
る
い
は
間
接
に
石
油
と
関
係

の
な
い
も
の
を
探
す
の
は
ほ
と
ん
ど

不
可
能
と
い
っ
て
も
い
い
く
ら
い
で

す
。
灯
油
や
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
等
の
燃

料
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
、
合
成
繊
維
な
ど
の
製
品
の
原

料
と
し
て
も
私
た
ち
の
生
活
と
密
接

に
む
す
び
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
石
油
か
ら
つ
く
ら
れ
る
す
べ
て

の
製
品
を
大
切
に
使
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ハ
門
川
U〉

も
の
は
い
つ
ま
で
も
大
切
に
使
い

ま
し
ょ
う
。
も
う
使
い
捨
て
の
時
代

は
過
ぎ
ま
し
た
。
ご
み
は
で
き
る
だ

け
増
や
さ
ず
、
美
し
く
衛
生
的
な
環

境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

m

h

〕ノ
一
12
栄一

一
ブ
ぶ
、

て
h
N

ハ

エ
が

ホ
四
十
九
年
八
月
二
十
五
日
よ
り

ポ
+
月
二
十
一
日
届
出

間

出

生

市
磯
部
小
百
合
父
和
司
二
女
西
条
一
区

内
長
谷
川
義
昭

'
義
国
長
男
西
条
二
区

カ
二
宮
英
子

n

一
英
三
女
上
河
東

一
管
本
孝
明
'
差
失
長
男
清
水
新
居

加

平

賀

潔

n

仁

長

男

飯

喰

同
石
橋
信
一

H

浩
一
長
男
西
条
二
区

内
山
岡
由
美

n

一
夫
二
女
築
地
新
居

向
松
本
陽
子

ρ

義
則
長
女
西
条
二
区

市
村
上
直
義

p

高
山
長
男
西
条
二
区

市
小
沢
未
恵

n
忠

明

二

男

飯

喰

同
鶴
田
英
明

n

明
二
男
河
東
中
島

町
佐
野
士
山
保

n

平
長
女
上
河
東

市
堀
囚
秀
紀

8

聖
明
、
長
男
土
河
東

柿
木
村
江
利
二
早
二
長
女
西
条
一
区

市

海

野

浩

9

経
広
長
男
紙
漉
阿
原

町
井
口
恵
理
子
n
国
明
長
女
西
条
二
区

町

河

西

豪

n

忠
則
長
男
西
条
二
区

市
井
沢
み
ゆ
き
n
賢
次
長
女
西
条
一
区

加
海
野
敏
幸

n

恒

則

長

男

押

越

市
下
山
博
子

n
金
造
長
女
西
条
二
区

市

青

木

滋

ρ

幹
雄
言
語
水
新
居

清
水
代
子
父
敏
雄
二
女
西
条
二
区

清
水
良
恵

n
義
弘
二
女
紙
漉
阿
原

大
関
三
由
樹
n

三
樹
雄長

女
築
地
新
居

n

恒
夫
長
男
西
条
二
区

n

光

弘

長

女

押

越

'

正

美

長

男

飯

喰

前
田
武
史

斉
藤
純
子

堀

内

健

妻 夫妻夫妻夫夫

中

沢

妻

山
田

戸妻夫夫妻夫妻夫

田

中

妻
.
望
月 婚

中
田
孝
一

篠
崎
万
里
子

坂

井

公

雄

上
野
ミ
サ
子

神山
田

吉
沢

土
屋

赤丸
池山

内中
藤平

姻

西
条
二
区

上

河

東

栄 彰
子克

西
条
二
区

民康
恵夫

河
東
中
島

文
男

弘
子

清
水
新
居

美正
鈴之

清
水
新
居

和
恵清

西
条
二
区

朝 英
子治

西
条
二
区



(8) 

ソ
フ
ト
で
親
睦

昭
和
町
青
年
学
級
へ
長
瀬
時
志
学

級
長
)
で
は
去
る
十
月
二
十
日
(
日
)

花
押
原
中
新
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
親

睦
を
深
め
る
た
め
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
を
開
催
し
た
。
参
加
者
は
男
女

二
十
二
名
が
二
チ

l
ム
を
編
成
し
、

午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
こ
試
合
を

行
い
み
な
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
C

報広町和昭

1 2月保健衛生行事予定

インフルエンザ予防接種(押原中学校)

妊婦検診 P 1'"'-' 2 (中央公民館)

インフルエンザ予防接種

( P 1'"'-' 2一般・常永保育園)

1月・

1 4日(木)

1 5日(金)

1 9日(火)

2 0日(水)

青

年

学

級 を

し
て
い
た
。

な
お
今
後
の
行
事
計
画
は
次
の
と

お
り
で
す
。

十
一
月
十
四
日
(
木
)
恋
愛
と
性
格

十
一
月
二
十
一
日
(
木
)

フ
ィ
ル
今
ォ
ー
ラ
ム

(
映
画
を
見
て
話
し
合
い
)

士
一
月
五
日
(
木
)

( P 1'"'-' 2一般・押原保育園)

( P 2 -----3一般・上河東

( P 1 -----2一般・西条保育園)

(押原小学校生徒)

結核精密検診 A9~1 0 (中央公民館)

胃X線検診

乳児検診 p1-----2 

p1-----2 

(中央公民館)

2 1日(木)

2 2日(金)

2 5日(月)

2 6日(火)

2 7日(水)

2 8日(木)

インフルエンザ予防接種

( P 1 -----2一般・常永保育園)

1 2月 10日(火)

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

十
二
月
十
二
日
(
木
)
社
交
ダ
ン
ス

十
二
月
十
九
日
(
木
)
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ

会
場
は
い
ず
れ
も
町
中
央
公
民
館

で
午
後
七
時
三

O
分
か
ら
行
い
ま
す

そ
の
他
お
問
い
合
わ
せ
は
町
中
央
公

民
館

(
T
E
L三
七
三
七
)
へ
ど
う

ぞ。

( P 1 -----2一般・押原保育園)

( P 2'"'-' 3一般・上河東

( P 1 -----2一般・南条保育園)

(押原小・中学校生徒 )

三種混合予防接種(第 1回目)

P 1 -----2 (中央公民館)

P 1-----2 

p1-----2 

p1-----2 

1 1日(水)

1 2日(木)

1 3日(金)

1 7日(火)

乳児検診

妊婦検診

ワクチン接種こそ

最良の予防法

インフルエンザにそなえ予防接種をみん
なで受けよう。

1 9日(木)

2 6日(木)

冬zヌづ
7c気で!
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短

歌
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よ
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れ
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河
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五

味

復

代

~

一

吾
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好

み

し

人

逝

き

て
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の
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は
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来
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枝
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中
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桑

を
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音
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ゆ

上
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ま

さ

江
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訓
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の
眼
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